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学びにとって意味がある
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環境作り



前提のお話
〜学びと学校〜
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学びやすくなった 休校中も課題と
動画でしのぐ
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学習する内容が全員同じ
それ自体に問題があるわけではないが…

学びやすくなった

教科書の外の知識や考え方にも触れる
社会とつながった学び

休校中も課題と
動画でしのぐ



授業者主体 学習者主体
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「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（中間まとめ）
（令和2年10月　初等中等教育分科会）



本日お話しすること
ICTを活用した、子どもも教員も学び合う環境づくり

1.前提のお話〜学びと学校〜

2.教員と

3.保護者と

4.学習者と

休校だからICTを使う
（で終わったら）

学びにとって意味がある
からICTを使う

学び合う
環境作り

より良い学びへ！



今回の

キーワード



立ち戻るものを決める。
こまったら、立ち戻る。

その時の「最適」を探す。



教員と



立ち戻るものがない世界
クラスの管理が悪い
んだ！ちゃんと指導
しろ！

子どもに与えたら悪
いことするに決まっ
てるだろ！

友達も
youtube見
てたし...

家ではOKな
のに学校と
ルールが違
う！なんで
だめなの？

学校と家の役割と目的
が不明瞭

立ち戻るものがないので責任が
「人」と「能力」にでてしまう。

・うまくいくはずないのにね〜
(陰口)
・できるのはもともとできる人
だけだもんね〜(特別解)



全職員
・絶対にやってはいけ
ないこと(人を大きく傷
つけること)をポリシー
やルールから学ぶ。
・基本的な操作はやり
ながら覚える。

【ICT担当と管理職】
・ポリシーとルール
第一稿を作成
・人が重大なミスを
起こしにくい「仕組
み」をつくる。
→誰かが大きく困るミス(金
銭、復帰できない破損)以外
はグレーゾーンにする。

【ICT担当】
全職員向けの研修を
実施。
内容
・ポリシーとルール
・ワークショップの
開催

ネットワークと
デバイスがある

全職員
・使いながらポリシー
とルールが使いやすい
ものか検証する。
・新しい使い方を共有
する。

【ICT担当】
・起きたトラブルが
ポリシー内で対応で
きるものかを確認し
つつ、ポリシーと
ルール、あるある集
を更新していく。

【ICT担当、管理
職含む全職員】
・日々の業務の
中に自然にICTが
入っている環境
が出来上がる。

→各々のやりた
いことと状況に
合わせた使い方
を試行錯誤する
ことが始まれば
最高です。

準備期間 導入期間 試行錯誤期間 安定期間

担
当
側

今この辺？

学
校
全
体

導入のスタートとゴール、ロードマップ

https://docs.google.com/presentation/d/1sQbW5gNZvG-d87VJos911kMsIK_jYrUJ0Gft0ozSuWg/edit#slide=id.p
https://docs.google.com/presentation/d/1sQbW5gNZvG-d87VJos911kMsIK_jYrUJ0Gft0ozSuWg/edit#slide=id.p


立ち戻るものがある世界
ポリシーとルールに照
らし合わせて考えよ
う。成長を促すことが
大切。

こういったトラブルが
あった時どうするん
だっけ？

まずはみんなできるこ
とから始めよう！(高度
なことはなれてからや
る予定)

もともとみんなできる
から失敗もなし！安
心！

学校では学びの
道具。その目的
がわかっている。

学校でのICTの役割と
目的を理解する段階

立ち戻るものがあるので、責任が「仕組み」にいく
→過失にはある程度の罰則があっていい。事故には次回対策をともに考える必要がある。両
者の境目は難しい場合が多いので、あくまでも成長の機会である、ということが大切。
→「仕組み」があるので保護者にも統一した説明ができる。



立ち戻るものを意識しなくても水道や電気、道路のように
当たり前にICTがある世界

面白い！先生も知ら
なかったから調べて
みるね！

ICTを使って学
んだら〇〇なこ
とが学べまし
た！

双方向の対話的な学び
の素地

深い学びの素地

一緒にやって
みよう！

このサイトってどうやっ
て使うの？授業の参考
にしたいだけど...

トラブルがなくなるわけではない
が、少なくなる。その代わり、
ICTによって効率的に進む側面
が増える。



それぞれがやりたいことのためにICTを使うようになる世界

専門的な学び

子どもたちが
データを扱う

お互いの学び合い

プログラミング、
音楽・動画制作など

学びの
個性化



立ち戻るものを決める。
こまったら、立ち戻る。

その時の「最適」を探す。



保護者と
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教科学習に関して

＋
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ただ、基本は記録（文字、映像）によるやり取り



立ち戻るものを決める。
こまったら、立ち戻る。

その時の「最適」を探す。



学習者と
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立ち戻るものを決める。
こまったら、立ち戻る。

その時の「最適」を探す。
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児童名 児童名 児童名
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小学3年生 ミックスエイジの授業を行いました。
3年生が2年生に教える授業です。

児童名 児童名 児童名

児童名 児童名 児童名児童名



小学3年生



小学3年生

児童名 児童名児童名



小学3年生



コロナが

流行って一年



ふと気付きました。

みんなが知れば、

みんなで考えられる。



この未曾有の事態を

そして、これからの教育の課題を

乗り越えていければと思います。

みんなで



最後に告知を



ICT主任の
仕事術

五木田洋平　著明治図書





ICT運用の
ポリシー・ルールに関して
作成:HILLOCK初等部カリキュラムディレクター五木田洋平



HPはこちらから

https://www.gokitayohei.com/

